
Prof. Eric Mazur 
ハーバード大学教授（物理学・応用物理学）。同大学応用物理学科長。専門の光物性の

研究と並んで、教育研究でも国際的に知られる。大規模講義における双方向的な教授

法として開発されたピア・インストラクション（Peer Instruction）は、現在では世界各地で

実践されている。また、2012年度からは、PBL（プロジェクト型学習）にも積極的に取り組

み、成果をあげている。2011年には、Dr. Brian Lukoff、Prof. Gary Kingとともにクリッカー

の進化形であるLearning CatalyticsTMを開発し、教育テクノロジーの新局面を切り開い

た。著書に、Peer Instruction: A User‘s Manual (1997) 、共著書にPeer Instruction: 

Making Science Engaging (2006), Using JiTT with Peer Instruction (2009) など。 

「アクティブラーニングや深い学びを支援するよう授業をデザインしてみたが、その学習成果をどう評価すれ

ばよいかわからない。そもそも評価する必要があるのだろうか。」そんなふうに感じておられる教員は少なくな

いのではないでしょうか。 

京都大学高等教育研究開発推進センターでは、今年も、ハーバード大学のエリック・マズール教授をお招きし

てシンポジウムを開催します。今回は、PBL（プロジェクト型学習と問題基盤型学習）とMOOCの実践を事例

に、その学習成果を把握するための学習評価のあり方をさぐります。 

ピア・インストラクションで世界的に知られるマズール教授が現在最も関心を注いでおられるのが、学習評価

です。マズール教授の手にかかると、学習評価の新しい世界が見えてきます。今回はハーバード大学でのプロ

ジェクト型学習の評価を中心にご報告いただきます。センターからは、MOOCでのピア・アセスメント、問題

基盤型学習におけるパフォーマンス評価について報告し、現在の学習評価の到達点と課題を明らかにします。 

わが国のMOOC研究・実践の第一人者である本センター長飯吉透とのMOOCをめぐる議論も必見です。  
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14：00 開会挨拶 喜多 一 （京都大学国際高等教育院 副教育院長） 

 司会： 溝上 慎一 （京都大学高等教育研究開発推進センター 教授） 

    
14：05   講演      エリック・マズール  (ハーバード大学 教授) 

   「学習の評価から、学習のための評価へ」 

 “Assessment for (not of) Learning”   

 優秀な学生でも仕事の世界ではうまくいかず、逆にドロップアウトした学生でも成功するこ

とがあるのはなぜだろうか？ 今日の評価実践の多くがオーセンティックではない、という

のがその一つの理由である。講義が学生への情報伝達に焦点をあわせているのと同様に、評

価は往々にして、その情報を教員に向かっておうむ返しに言わせることに焦点をあわせてい

る。そのために、評価は21世紀の生活に関連性のあるスキルに焦点をあわせるのに失敗し

ているのである。評価は、「隠れたカリキュラム」と呼ばれてきた。学生の学習習慣にとっ

て重要な駆動力になるからだ。教育を意味ある形で変革しようとすれば、評価へのアプロー

チを再考することが不可欠なのである。 

 

 
   

15：30 休憩   

    
15：45 報告 飯吉 透 （京都大学高等教育研究開発推進センター センター長） 

  「 MOOCの進化と学習評価」 

  “Evolution of MOOC and Learning Assessment” 

   
  松下 佳代 （京都大学高等教育研究開発推進センター 教授） 

  「学習としての評価―PBL（問題基盤型学習）におけるパフォーマンス評価―」  

   “Assessment as Learning: Performance Assessment in Problem-Based Learning”  

    
16：20 パネルディスカッション 

   パネリスト：エリック・マズール、飯吉 透、松下 佳代 

  
17：20 閉会挨拶 飯吉 透  
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